




要約:出生体重 1500g 未満の慢性肺疾患児は、遷延する呼吸症状の明らかとなる生後 3週前

後から有意に授乳量・カロリー摂取量が少なくなり、体重・頭囲の増加も悪く、修正 3～6

ヵ月頃に、CATCH UP をみた。一方、神経学的予後は対照群と有意差をみなかった。 


